
霊
芝
元
照
の
浄
土
教
帰
入

�

�
、
問
題
の
所
在

霊
芝
元
照
（
�
〇
四
八―
�
�
�
六
）
の
浄
土
教
帰
入
に
つ
い
て
は
、
そ
の
劇
的

な
内
容
か
ら
古
来
よ
り
注
目
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
近
代
以
降
も
、
多
く
の
先
学
に
よ
る
指

摘
が
あ
る（

（
（

。

元
照
の
浄
土
教
帰
入
の
理
由
に
関
す
る
先
学
の
指
摘
を
整
理
す
れ
ば
次
の
四
点
に

ま
と
め
ら
れ
る
。

（
�
）　
『
高
僧
伝
』
慧
布
伝
の
影
響
か
ら
、
死
後
は
安
楽
を
願
わ
ず
、
何
度
も
苦

の
世
界
へ
生
ま
れ
変
わ
っ
て
衆
生
を
救
済
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
、
浄
土

教
を
軽
ん
じ
て
い
た
。
し
か
し
、大
病
を
患
っ
て
死
後
の
不
安
に
直
面
し
、

何
も
で
き
な
い
自
己
に
気
づ
き
、
死
後
の
行
く
先
を
説
く
浄
土
教
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
こ
と
。

（
二
）　

病
気
が
癒
え
て
浄
土
教
を
軽
ん
じ
た
こ
と
を
深
く
反
省
す
る
な
か
で
、
無

生
忍
を
得
て
い
な
い
凡
夫
は
仏
を
離
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
天
台
『
十
疑

論
』
に
学
び
、
さ
ら
に
四
字
の
名
号
で
必
ず
往
生
で
き
る
と
善
導
の
専
雑

二
修
の
文
に
学
ん
だ
こ
と
。

（
三
）　

当
時
非
常
に
多
か
っ
た
、
天
台
・
華
厳
・
禅
に
属
す
浄
土
教
者
の
影
響
を

受
け
た
こ
と
。

（
四
）　

大
病
に
罹
る
前
か
ら
読
ん
で
い
た
『
行
事
鈔
』
瞻
病
送
終
篇
中
の
無
常
院

の
記
事
が
、
誘
因
暗
示
と
な
っ
て
い
た
こ
と
。

ま
た
、
元
照
の
浄
土
教
帰
入
の
時
期
に
つ
い
て
は
、（
�
）
に
挙
げ
る
と
こ
ろ

の
大
病
を
患
っ
た
の
が
元
豊
四
年
（
�
〇
八
�
）
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
浄
土
教
に

帰
入
し
て
楊
傑
と
出
会
い
、
そ
の
信
仰
が
不
動
な
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
元
豊
七

年
（
�
〇
八
四
）
九
月
か
ら
元
豊
八
年
（
�
〇
八
五
）
�
二
月
に
い
た
る
、
元
照

三
七
、八
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る（

（
（

。

本
論
で
は
、
以
上
の
先
学
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
い

な
い
元
照
の
時
機
観
に
着
目
し
、
元
照
の
浄
土
教
帰
入
の
思
想
的
要
因
を
考
察
し
て

い
き
た
い
。

二
、
末
法
時
に
お
け
る
衆
生
の
実
践―

戒
律
と
浄
土
教―

す
で
に
末
法
時
に
生
き
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
た
元
照
に
お
い
て（

（
（

、
衆
生
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
末
法
時
に
あ
る
衆
生
に
可
能
な
修
行
と

し
て
、
い
か
な
る
も
の
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、「
為

義
天
僧
統
開
講
要
義
」
に
、

毎
以
二
兩
端
�
開
二
誘
來
學
�
。
�
者
、
入
道
頓
有
レ
始
。
二
者
、
期
心
必
有
レ
終
。

言
二
其
始
�
者
、
即
須
下
受
レ
戒
專
志
奉
持
、
令
中
於
二
�
切
時
中
�
對
二
諸
塵
境
�
常

憶
中
受
體
上
。
著
衣
、
喫
飯
、
行
住
坐
臥
、
語
默
動
靜
、
不
レ
可
二
暫
忘
�
也
。
言
二

其
終
�
者
、
謂
歸
二
心
淨
土
�
決
二
誓
往
生
�
也
。
以
二
五
濁
惡
世
末
法
之
時
、
惑

業
深
纏
、
慣
習
難
�レ
斷
自
無
二
道
力
�
。
何
由
修
證（

（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
元
照
は
、
衆
生
を
末
法
五
濁
の
世
に
生
き
、
惑
業
深
纏
に
し
て
自

力
で
悟
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
理
解
し
た
上
で
、
平
素
か
ら
戒
と
浄
土

教
の
二
種
の
修
行
を
説
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

。い
つ
い
か
な
る
時
も
戒
を
受
持
し
、

戒
体
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
憶
い
お
こ
し
生
活
す
る
こ
と
を
勧
め
る
�
方
で
、
五
濁

霊
芝
元
照
の
浄
土
教
帰
入	

吉　

水　

岳　

彦
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二

悪
世
の
末
法
時
に
お
い
て
、
惑
業
と
離
れ
ら
れ
ず
、
悪
慣
習
を
自
ら
の
力
で
断
て
な

い
衆
生
に
は
、
浄
土
往
生
以
外
に
悟
り
の
道
は
な
い
と
元
照
は
説
い
て
い
る
。
悪
習

慣
を
断
て
な
い
以
上
、
末
法
の
衆
生
に
は
戒
の
受
持
が
難
し
い
と
認
め
て
い
る
よ
う

に
も
受
け
取
れ
る
が
、
何
故
に
末
法
の
衆
生
で
あ
ろ
う
と
も
戒
は
身
に
行
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
し
た
の
か
、
ま
た
、
戒
律
を
中
心
と
し
て
修
学
し
て
い
た
元
照
が
浄

土
教
を
勧
め
て
い
る
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
こ
こ
で
は

考
察
し
て
い
き
た
い
。

戒
律
に
対
す
る
元
照
の
見
解
は
、「
為
義
天
僧
統
開
講
要
義
」
の
次
の
箇
所
に
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

欲
レ
入
二
聖
道
�
、
須
レ
修
二
實
行
�
。
修
行
之
門
必
先
以
レ
戒
而
為
二
基
本
�
。
是
故
、

如
來
始
於
二
摩
竭
提
國
菩
提
樹
下
�
、
成
二
無
上
正
覺
�
、
初
結
二
菩
薩
波
羅
提
木

叉
�
。
即
十
重
四
十
八
輕
。
禁
二
防
心
念
�
、
為
二
心
地
法
門
圓
頓
妙
戒
�
。
此
即

大
乘
以
レ
戒
為
レ
先
也
。《
中
略
》
然
此
大
戒
但
被
二
彼
菩
薩
大
根
衆
生
�
。
二
乘

小
機
即
應
レ
絶
レ
分
。
是
故
、
如
來
現
生
二
王
宮
�
、
入
レ
山
修
レ
道
、
六
年
苦
行
、

成
二
等
正
覺
�
、
始
於
二
鹿
園
�
、
先
受
二
三
歸
五
戒
�
。
次
制
二
出
家
�
受
二
具
足
戒

等
�
。
此
即
小
乘
以
レ
戒
為
レ
先
也（

（
（

。

こ
こ
で
元
照
は
、
戒
の
実
修
は
基
本
で
あ
り
、
聖
道
に
入
る
は
じ
め
に
通
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
修
行
の
門
で
あ
る
と
し
て
い
る
。『
梵
網
経
』
所
説
の
よ
う
に
、
千
百
億
の
釈

尊
は
、
悟
り
を
開
い
た
菩
提
樹
下
に
お
い
て
十
重
四
十
八
軽
戒
を
諸
菩
薩
に
伝
授
し

て
い
る
の
で
あ
り
、『
雑
阿
含
経
』
等
の
所
説
の
よ
う
に
、
王
宮
に
誕
生
し
、
六
年

の
苦
行
の
後
に
悟
っ
た
釈
尊
も
ま
た
鹿
園
で
は
じ
め
に
三
帰
五
戒
を
説
い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
戒
の
実
修
は
大
乗
に
お
い
て
も
小
乗
に
お
い
て
も
最
初
に

な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
、
元
照
は
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

戒
經
云
、
欲
レ
受
二
國
王
位
�
時
、
受
二
轉
輪
王
位
�
時
、
百
官
受
レ
位
時
、
應
三

先
受
二
菩
薩
戒
�
。
�
切
鬼
神
救
二
護
王
身
百
官
之
身
�
、
諸
佛
歡
喜
等
。
是
知
、

凡
學
佛
者
無
レ
論
二
道
俗
�
、
皆
須
レ
受
レ
戒
也（

（
（

。

と
い
い
、『
梵
網
経
』
を
経
証
と
し
て
、
仏
教
を
学
ぶ
も
の
で
あ
れ
ば
、
在
家
も
出

家
も
同
じ
く
み
な
戒
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
元
照
は
「
戒
」
を
僧
俗

関
係
な
く
具
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
為
判
府

蔣
枢
密
開
講
要
義
」
に

大
抵
止
二
人
為
�レ
惡
、有
レ
人
懼
以
二
戒
禁
多
�
不
二
敢
受
�
。
經
云
、若
國
王
、王
子
、

大
臣
、
百
官
、
比
丘
、
比
丘
尼
、
庶
人
乃
至
四
趣
衆
生
、
但
解
二
法
師
語
�
者
皆

可
レ
得
レ
受
。
故
云
、
寧
受
後
破
不
レ
可
レ
不
レ
受
。
何
以
如
レ
此
。
以
二
受
心
境
徧
、

功
德
深
也
破
戒
則
別
別
所
犯
�
也（

（
（

。

と
あ
る
よ
う
に
、
受
戒
の
功
徳
は
非
常
に
深
く
、
た
と
え
受
戒
の
後
に
破
戒
行
為
を

し
た
と
し
て
も
、
受
戒
を
し
て
い
な
い
よ
り
は
は
る
か
に
良
い
と
、
元
照
は
破
戒
を

お
そ
れ
る
前
に
受
戒
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。
元
照
は
「
戒
」
を
仏
道
修
行
の
基

本
と
位
置
づ
け
、
入
門
す
る
も
の
は
在
家
出
家
を
問
わ
ず
受
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し

て
お
り
、
ま
た
、
た
と
え
衆
生
が
戒
を
遵
守
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
戒
は
受
け

る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
末
法
で
衆
生
が
破
戒
に
及
ん
で
し
ま

う
か
も
し
れ
な
く
と
も
、「
戒
」
は
受
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、「
律
」
に
関
し
て
は
「
律
鈔
宗
要
略
為
十
門
」
に
、

律
詮
二
事
相
�
。
鈔
題
二
行
事
�
、可
レ
不
レ
明
乎
。
又
、彼
為
二
化
教
�
、化
該
二
道
俗
�
。

此
是
制
教
、
制
局
二
出
家（

（（
（

�
。

と
あ
る
よ
う
に
、
律
は
事
相
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
り
、
化
教
で
あ
る
経
論
が
僧
俗

共
に
通
ず
る
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
制
教
で
あ
る
律
は
出
家
に
限
ら
れ
る
教
え

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
在
家
の
信
者
の
行
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、

出
家
之
人
、
若
禪
、
若
教
、
以
至
房
居
所
レ
習
雖
レ
殊
、
未
レ
有
下
不
二
登
壇
受
戒

�
者
上
也
。
多
二
偏
學
�
、見
二
學
律
者
�
薄
為
二
小
乘
�
、見
二
持
戒
者
�
斥
為
二
執
相
�
。

而
不
レ
觀
二
己
身
削
レ
髮
染
�レ
衣
、
復
不
レ
思
二
自
心
登
壇
納
具
�
。
且
受
而
不
レ
持
、

雖
レ
受
何
益
。況
衆
生
之
心
習
惡
日
久
、如
二
猿
猴
野
馬
�
。難
レ
可
二
禁
制
�
。經
曰
、

心
之
可
レ
畏
甚
二
於
毒
蛇
惡
獸
怨
賊
�
。
學
道
之
人
、
不
レ
可
二
自
欺
�
。
敢
問
諸

佛
子
、
�
切
時
中
對
二
諸
塵
境
�
、
如
何
用
レ
心
、
如
何
調
伏
。
既
云
出
家
為
レ
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三

求
二
解
脫
�
。
若
不
二
奉
戒
�
解
脫
無
レ
因
。
將
レ
何
以
為
二
比
丘
之
體
�
、
將
レ
何
以

受
二
人
天
供
養
�
、
將
レ
何
以
報
二
四
恩
�
、
將
レ
何
以
入
二
聖
道
�
、
將
レ
何
以
為
二

世
福
田
�
、
以
レ
何
為
二
自
行
�
、
以
レ
何
為
二
化
他
�
、
以
レ
何
軌
二
範
僧
徒
�
、
以
レ

何
住
二
持
佛
法
�
。《
中
略
》
僧
無
二
戒
律
�
、
則
何
以
住
二
持
佛
法
�
、
何
以
攝
二

誘
徒
衆（

（（
（

�
。

と
あ
る
よ
う
に
、
出
家
の
人
は
禅
宗
で
も
天
台
や
華
厳
な
ど
の
教
宗
で
あ
っ
て
も
、

戒
を
具
え
な
い
も
の
は
な
く
、
そ
も
そ
も
出
家
の
人
で
あ
れ
ば
戒
と
律
の
双
方
を
具

え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
、
解
脱
の
因
を
修
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

り
、
比
丘
と
し
て
、
人
天
の
供
養
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ
の
戒
律
を
受

持
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
元
照
は
、『
遺
教
経
』
所
説
の

よ
う
に
、
衆
生
の
心
が
悪
と
離
れ
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
猿
や
野
馬
の
よ
う
に
そ
の

心
の
制
御
は
難
し
い
と
し
な
が
ら
も
、
出
家
に
お
い
て
は
在
家
以
上
に
戒
律
受
持
が

大
切
で
あ
り
、
仏
法
を
住
持
し
、
教
化
を
行
う
身
と
し
て
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
か
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
元
照
に
お
け
る
戒
律
は
、
衆
生
の
機
根

の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
、
仏
門
に
入
れ
ば
必
ず
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

戒
律
を
中
心
に
学
ん
だ
元
照
に
と
っ
て
、
戒
律
を
勧
め
る
こ
と
は
末
法
時
で
あ
っ

て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
照
は
戒
律
だ
け
で
な
く
、

浄
土
教
も
と
も
に
説
い
て
い
る
。
元
照
は
浄
土
教
を
勧
め
る
理
由
に
つ
い
て
「
為
義

天
僧
統
開
講
要
義
」
に
、

以
二
五
濁
惡
世
末
法
之
時
、惑
業
深
纏
、慣
習
難
�レ
斷
自
無
二
道
力
�
。
何
由
修
證
。

故
釋
迦
出
世
五
十
餘
年
、
説
二
無
量
法
�
。
應
二
可
レ
度
�
者
皆
悉
已
度
。
其
未
レ

度
者
皆
亦
已
作
二
得
度
因
緣
�
。
因
緣
雖
レ
多
、
難
二
為
造
入
�
。
唯
淨
土
法
門
是

修
行
徑
路
。
故
諸
經
論
偏
賛
二
淨
土（
（（
（

�
。

と
述
べ
て
い
る
。
五
濁
悪
世
の
末
法
の
衆
生
は
、
惑
業
深
重
で
自
ら
悟
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
元
照
は
、
釈
尊
が
そ
の
た
め
に
、
在
世
中
の
五
〇
余
年
に
無
量
の
法
を
説

い
て
、
直
接
悟
り
の
道
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
な
か
っ
た
衆
生
の

た
め
に
も
、
悟
り
を
得
る
た
め
の
因
縁
を
多
く
残
し
て
い
る
と
、『
遺
教
経
』
の
経

文
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
数
多
く
の
悟
り
を
得
る
た
め
の
因
縁

の
う
ち
で
、
浄
土
の
法
門
の
み
末
法
の
衆
生
の
入
り
や
す
い
道
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

て
い
る
の
で
あ
る
。
元
照
は
浄
土
教
を
修
す
べ
き
理
由
を
、
末
法
の
衆
生
の
機
根
が

劣
弱
で
自
力
で
悟
れ
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
諸
々
の
経
論
に
お
い
て

称
讃
さ
れ
て
い
る
浄
土
の
法
門
こ
そ
、
釈
尊
が
末
法
の
衆
生
の
た
め
に
残
し
た
得
道

の
因
縁
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

元
照
が
浄
土
教
を
受
容
す
る
理
由
を
衆
生
の
機
根
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
、『
観

経
新
疏
』
や
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る（
（（
（

。『
観
経
新
疏
』

の
九
品
の
階
位
説
解
釈
に
は
、

準
二
玄
義
�
云
古
來
諸
師
皆
用
二
大
乘
三
賢
十
聖
�
。
對
二
上
三
品
�
小
乘
兩
凡
四

果
對
二
中
三
品
�
。
大
乘
始
學
凡
夫
隨
二
過
輕
重
�
對
二
下
三
品
�
。
彼
文
委
破
。

不
二
復
具
引
�
。
今
謂
準
二
下
九
品
�
生
二
彼
土
�
。
已
方
論
二
地
位
�
可
レ
如
二
諸
師
�
。

又
據
二
經
文
�
此
土
求
生
並
是
凡
夫
須
レ
依
二
玄
義
�
。
彼
引
二
十
段
經
文
�
爲
レ
證
。

可
レ
驗
二
昔
非
�
。《
中
略
》
詳
二
此
十
文
�
�
二
四
五
其
文
最
要
。
則
知
。
此
典

專
被
二
濁
世
具
縛
凡
夫
�
逮
レ
至
二
彼
方
�
始
論
二
斷
證
�
耳（

（（
（

。

と
あ
り
、元
照
は
善
導
の
九
品
皆
凡
説
を
受
け
て
九
品
を
す
べ
て
凡
夫
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
凡
夫
が
九
品
の
浄
土
へ
往
生
し
た
後
に
、
最
初
に
否
定
し
た
古
来
の
諸
師

の
い
う
階
位
説
に
し
た
が
っ
て
、
往
生
後
に
具
体
的
な
菩
薩
の
階
位
を
得
る
と
し
て

い
る
。
や
や
善
導
の
説
示
と
異
な
る
が
、
お
お
よ
そ
元
照
も
こ
の
『
観
経
』
に
説
か

れ
る
浄
土
教
を
も
っ
て
、
末
法
濁
世
の
凡
夫
が
救
わ
れ
る
道
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
浄
土
教
経
典
で
あ
る
『
観
経
』
が
、
五
濁
悪
世
に
お
い
て

惑
業
に
縛
ら
れ
た
凡
夫
の
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
凡
夫
が
煩
悩
を
断
じ
て

悟
り
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
浄
土
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
論
じ
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
に
は
、

薄
地
凡
夫
業
惑
纒
縛
、
流
二
轉
五
道
�
百
千
萬
劫
。
忽
聞
二
淨
土
�
、
志
願
求
レ
生
。
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四

�
日
稱
名
即
超
二
彼
國
�
、
諸
佛
護
念
直
趣
二
菩
提
�
。
可
レ
謂
、
萬
劫
難
レ
逢
千

生
�
遇
。
誓
從
二
今
日
�
終
盡
二
未
來
�
、
在
處
稱
揚
、
多
方
勸
誘
、
所
感
身
土

所
化
機
縁
與
二
阿
彌
陀
�
等
無
レ
有
レ
異
。
此
心
罔
レ
極
。
唯
佛
證
知（
（（
（

。

と
あ
る
。
元
照
は
、
自
身
の
業
惑
に
と
ら
わ
れ
て
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・

人
の
世
界
を
百
千
万
劫
も
流
転
し
て
き
て
い
る
薄
地
の
凡
夫
で
あ
っ
て
も（
（（
（

、
浄
土
の

名
を
聞
き
、往
生
を
願
い
、�
日
称
名
す
れ
ば
、菩
薩
の
階
位
を
超
え
て
極
楽
に
入
り
、

諸
仏
の
護
念
を
受
け
て
す
み
や
か
に
悟
り
へ
向
か
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

よ
う
に
す
ぐ
れ
た
浄
土
の
教
え
に
め
ぐ
り
会
う
こ
と
は
万
劫
に
も
逢
い
が
た
い
が
、

こ
こ
に
千
生
に
�
度
と
も
い
う
べ
き
値
遇
を
得
た
と
し
て
、
遠
い
未
来
を
尽
く
す
ま

で
自
ら
称
揚
し
、
多
く
の
衆
生
に
も
勧
め
る
こ
と
な
ど
を
誓
っ
て
い
る
。「
薄
地
の

凡
夫
」
と
い
う
言
葉
は
、
道
宣
や
遵
式
の
著
作
に
み
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
が
、
元
照

は
自
ら
の
惑
業
に
よ
っ
て
は
か
り
し
れ
ぬ
過
去
か
ら
苦
し
み
の
世
界
を
輪
廻
し
て
い

る
も
の
と
い
う
内
容
を
付
加
し
て
、
そ
の
意
味
を
深
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の

よ
う
な
衆
生
で
も
往
生
を
願
い
、
阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
え
れ
ば
、
極
楽
に
生
じ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
衆
生
は
、
あ
く
ま
で
も
五
濁
悪
世
で
あ
る
末
法
に
生
を
受
け
、
自

ら
の
惑
業
に
縛
ら
れ
、
現
世
に
悟
り
を
得
る
こ
と
の
不
可
能
な
凡
夫
で
あ
る
と
い
う

認
識
か
ら
、
元
照
は
そ
の
よ
う
な
凡
夫
に
も
可
能
な
行
法
と
し
て
、
浄
土
往
生
の
た

め
の
念
仏
を
自
ら
も
行
い
、
人
々
に
も
勧
め
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
無
量
院
造
弥
陀
像
記
」
に
、

嗚
呼
、
明
二
教
觀
�
、
孰
如
二
智
者
�
乎
。
臨
終
擧
二
觀
經
�
讃
二
淨
土
�
而
長
逝
矣
。

達
二
法
界
�
、
孰
如
二
杜
順
�
乎
。
勸
二
四
衆
�
念
二
佛
陀
�
感
二
勝
相
�
而
西
邁
矣
。

參
禪
見
性
、
孰
如
二
高
玉
智
覺
�
乎
。
皆
結
社
念
佛
而
倶
登
二
上
品
�
矣
。
業
儒

有
才
、孰
如
二
劉
雷
柳
子
厚
白
樂
天
�
乎
。
然
皆
秉
レ
筆
書
レ
誠
而
願
二
生
彼
土
�
矣
。

以
レ
是
觀
レ
之
、
自
レ
非
下
負
二
剛
明
卓
拔
之
識
�
、
達
二
生
死
變
化
之
數
�
者
上
、
其

孰
能
信
二
於
此
�
哉
。
近
世
宗
師
、
公
レ
心
無
レ
黨
者
、
率
二
用
此
法
�
、
誨
二
誘
其

徒（
（（
（

�
。

と
あ
る
よ
う
に
、
天
台
智
顗
、
華
厳
杜
順
、
禅
の
延
寿
、
儒
教
の
劉
遺
民
な
ど
の
賢

聖
達
で
さ
え
も
浄
土
教
信
仰
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
卓
抜
の

機
根
で
な
け
れ
ば
必
ず
浄
土
教
の
信
仰
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
元
照
は
述
べ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
元
照
は
浄
土
教
も
戒
律
と
同
様
に
、
宗
派
に
関
係
な
く
修
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
行
業
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
元
照
に
お

い
て
戒
（
律
）
と
浄
土
教
は（
（（
（

、
お
よ
そ
仏
教
を
信
仰
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
し

も
が
行
ず
る
必
要
の
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
戒
（
律
）
と
浄
土
教
の
関
係
に
つ
い
て
元
照
は
、「
為
判
府
蔣
枢

密
開
講
要
義
」
に
、

以
下
�
切
衆
生
下
至
二
蠕
動
蜎
飛
�
皆
有
中
佛
性
上
、亦
具
二
佛
體
�
、以
レ
無
二
戒
善
�
、

不
レ
斷
二
諸
惡
�
、
輪
二
迴
生
死
�
、
受
報
無
レ
窮
、
無
レ
由
二
解
脫
�
。
所
以
十
方
諸

佛
三
世
聖
人
乃
至
彌
陀
淨
土
依
正
二
報
並
由
願
心
取
證
。
非
レ
誓
不
レ
立
、
亦
須

四
全
藉
三
信
願
行
力
之
所
二
莊
嚴
�
也（
（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
元
照
は
、
虫
類
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
の
衆
生
に
み
な
仏
性
が
あ

り
、
仏
体
を
具
え
て
い
る
が
、
戒
を
守
っ
て
生
活
し
て
得
ら
れ
る
善
根
が
な
い
ば
か

り
か
、
諸
悪
を
断
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
に
生
死
に
輪
廻
し
、
解
脱
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
に
、
十
方
諸
仏
や
三
世
の
聖
人
、
阿
弥
陀
仏
は
、
そ
の
誓
願
の
心

に
よ
っ
て
悟
り
を
取
り
、
そ
の
信
願
行
の
力
に
よ
っ
て
浄
土
を
荘
厳
し
て
い
る
と
説

明
す
る
。
こ
れ
は
、
戒
を
守
っ
て
生
活
で
き
ぬ
も
の
の
た
め
に
、
仏
が
浄
土
の
荘
厳

を
か
ま
え
て
お
り
、
衆
生
は
そ
れ
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
戒
は
仏
教
者

と
し
て
誰
し
も
守
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
た
と
え
守
れ
な
く
と
も
、
そ
の

守
れ
な
い
も
の
の
た
め
に
浄
土
の
教
え
を
仏
が
用
意
し
て
い
る
と
、
元
照
は
理
解
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
元
照
に
お
け
る
末
法
時
の
衆
生
の
実
践
と
は
、
宗
旨
を
問
わ
ず
、

在
家
出
家
を
選
ば
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
世
に
お
い
て
悟
り
を
得
る
こ
と

の
不
可
能
な
衆
生
に
対
し
、
あ
る
べ
き
姿
を
示
す
修
行
と
、
実
質
的
に
救
わ
れ
る
た

め
の
修
行
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
ま
さ
に
諸
宗
を
学
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五

ん
だ
元
照
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
す
べ
て
の
衆
生
に
実
践
可
能
な
戒
と
浄
土
教
の
二
法

門
に
着
目
し
、
多
く
の
衆
生
に
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
元
照
の
浄
土
教
帰
入

以
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
末
法
と
い
う
時
代
観
と
、
は
か
り
し
れ
な
い
過
去
よ
り
輪

廻
を
繰
り
返
し
、
自
身
の
惑
業
に
よ
っ
て
自
力
で
悟
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
深
い
機
根
観
が
、
形
成
さ
れ
て
い
た
と
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
、
謗
法
の
自
覚
と
懺
悔

元
照
が
衆
生
を
末
法
時
の
凡
夫
で
あ
る
と
と
ら
え
る
認
識
は
、
道
宣
の
教
学
を
学

ぶ
こ
と
で
浄
土
教
帰
入
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本

論
で
論
じ
た
よ
う
な
、
衆
生
を
末
法
薄
地
の
凡
夫
と
み
て
、
現
世
に
お
け
る
得
道
を

不
可
能
で
あ
る
と
断
言
す
る
ほ
ど
の
深
い
機
根
観
を
有
す
る
に
い
た
る
ま
で
に
は
、

さ
ら
に
大
き
な
心
理
的
変
化
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

筆
者
と
し
て
は
、
こ
の
心
理
的
変
化
こ
そ
、
元
照
が
大
病
を
患
っ
て
得
た
①
自
己

の
有
限
性
の
認
識
と
②
謗
法
の
自
覚
・
懺
悔
に
よ
る
浄
土
教
へ
の
回
心
で
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
①
の
有
限
性
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
②
の
謗
法
を
犯
し
た
こ
と
の
自
覚
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
�
度
も
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。

仏
の
教
え
を
伝
え
る
僧
侶
が
謗
法
を
犯
す
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
周
囲
か
ら
律
の
大
徳
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い

る
元
照
が
、
自
ら
謗
法
を
犯
し
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
元

照
が
い
た
ず
ら
に
他
の
教
え
を
謗
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
元
照
が
浄
土

教
帰
入
以
前
の
自
身
を
深
く
洞
察
し
た
結
果
、
発
露
し
た
内
省
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
他
に
例
を
み
な
い
言
及
で
あ
る
。
先
程
論
じ
た
よ
う
な
深
い
機
根

観
へ
の
到
達
に
は
、
善
導
や
遵
式
の
影
響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
や
は
り
、
こ
う
し

た
元
照
自
身
の
謗
法
の
自
覚
と
懺
悔
が
大
き
な
要
因
の
�
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
浄
土
教
は
、
五
逆
や
謗
法
と
い
っ
た
仏
教
に
お
い
て
忌
避
さ
れ
る
重
罪
を

犯
し
た
も
の
も
、
そ
の
救
済
の
対
象
と
な
る
点
に
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
元
照
の
こ
う
し
た
述
懐
は
、
浄
土
教
帰
入
を
論
ず
る
上
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
言
及
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
元
照
が
機
根
観
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
の
契
機
と
な
っ
た
心
理
的
変

化
が
、
こ
の
浄
土
教
帰
入
時
に
お
け
る
自
身
の
有
限
性
の
認
識
と
、
謗
法
の
自
覚
・

懺
悔
で
あ
っ
た
と
推
定
し
、
そ
の
時
を
回
顧
す
る
元
照
の
言
及
を
確
認
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

元
照
が
自
身
の
回
心
を
語
っ
て
い
る
も
の
に
「
浄
業
礼
讚
儀
序
」
が
あ
る
。
そ
こ

に
は
元
照
自
ら
詳
し
く
帰
入
に
い
た
る
ま
で
の
様
子
を
告
白
し
て
い
る
。
は
じ
め
に

浄
土
教
帰
入
以
前
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

而
於
二
佛
祖
微
言
�
、
薄
有
レ
所
レ
領
。
竊
自
思
曰
、
初
心
晩
學
寧
無
二
夙
善
�
。

但
不
レ
遇
二
良
導
�
作
惡
無
レ
恥
。
虚
喪
二
�
生
�
受
苦
長
劫
。
於
レ
是
發
二
大
誓
願
�
。

常
生
二
娑
婆
五
濁
惡
世
�
、
通
二
達
佛
理
�
作
二
大
導
師
�
、
提
二
誘
群
生
�
令
レ
入
二

佛
道
�
。
復
見
二
高
僧
傳
�
、
慧
布
法
師
云
、
方
土
雖
レ
淨
非
二
吾
所
願
�
。
若
使

二
十
二
劫
蓮
華
中
受
�レ
樂
、
何
如
三
三
塗
極
苦
處
救
二
衆
生
�
也
。
由
レ
是
堅
持
二
所

見
�
、歴
二
渉
歳
年
�
。
於
二
淨
土
門
�
略
無
二
歸
向
�
。
見
レ
修
二
淨
業
�
復
生
二
輕
謗（
（（
（

�
。

と
述
べ
て
い
る
。
元
照
は
浅
薄
な
仏
教
理
解
か
ら
、
良
い
師
の
導
き
に
遇
う
こ
と
な

く
、
空
し
く
�
生
を
過
ご
す
者
の
た
め
に
、
自
分
は
常
に
五
濁
悪
世
の
娑
婆
に
生
ま

れ
て
仏
教
の
真
理
に
通
達
し
、
大
導
師
と
し
て
衆
生
を
仏
道
に
導
こ
う
と
考
え
た
よ

う
で
あ
る
。
く
わ
え
て
、「
浄
土
は
私
の
願
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
私
は
十
二
劫
の

間
蓮
華
の
な
か
で
楽
を
受
け
る
よ
り
も
、
三
途
の
よ
う
な
極
苦
の
と
こ
ろ
で
衆
生
を

救
い
た
い
」
と
い
う
『
続
高
僧
伝
』
の
慧
布
伝
を
読
ん
で
そ
の
意
志
を
固
く
し
、
浄

土
の
法
門
に
�
切
心
を
向
け
る
こ
と
な
く
、浄
土
教
を
信
じ
行
ず
る
も
の
を
み
て
は
、

そ
の
教
え
を
軽
ん
ず
る
非
難
の
心
さ
え
生
じ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
元
照
は
若
い

時
分
、
純
粋
に
菩
薩
道
の
実
践
を
志
す
が
ゆ
え
に
、
浄
土
往
生
を
た
だ
楽
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
単
純
な
個
人
救
済
の
教
え
と
受
け
取
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
浄
土
法
門
の
教
え
は
、
本
来
自
身
の
苦
を
厭
わ
ず
に
利
他
を
実
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践
す
る
仏
道
に
お
い
て
低
い
次
元
の
教
え
で
あ
る
と
、
浄
土
教
を
軽
ん
ず
る
心
が
生

じ
た
よ
う
で
あ
る
。
浄
土
教
帰
入
以
前
に
お
け
る
元
照
は
、
こ
の
よ
う
に
浄
土
教
に

対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
浄
土
教
へ
帰
入
（
回
心
）
し
た
と
き
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

後
遭
二
重
病
�
力
痿
羸
。
神
識
迷
茫
、莫
レ
知
二
趣
向
�
。
既
而
病
差
。
頓
覺
二
前
非
�
、

悲
泣
感
傷
、
深
自
克
責
。
志
雖
二
洪
大
�
、
力
未
二
堪
任
�
。
仍
覽
二
天
台
十
疑
論

�
、
初
心
菩
薩
未
レ
得
二
無
生
忍
�
。
要
須
二
常
不
�
レ
離
レ
佛
。
又
引
二
智
度
論
�
云
、

具
縛
凡
夫
有
二
大
悲
心
�
、
願
生
二
惡
世
�
、
救
二
苦
衆
生
�
、
無
レ
有
二
是
處
�
。
譬

如
二
嬰
兒
不
得
�レ
離
レ
母
、
又
如
二
弱
羽
秖
可
�レ
傳
レ
枝
。
自
レ
是
盡
棄
二
平
生
所
學

�
、
專
尋
二
淨
土
教
門
�
二
十
餘
年
。
未
二
甞
暫
捨
�
。
研
二
詳
理
教
�
、
披
二
括
古

今
�
、
頓
釋
二
群
疑
�
、
愈
加
二
深
信
�
。
復
見
二
善
導
和
尚
專
雜
二
修
�
、
若
專
修

者
百
即
百
生
。
若
雜
修
者
萬
千
�
二
。
心
識
散
亂
觀
行
難
レ
成
。
�
レ
志
專
持

二
四
字
名
號
�
、
幾
生
逃
逝
。
今
始
知
レ
歸
。
仍
以
二
所
修
�
展
轉
化
導
。
盡
未
來

際
洪
賛
何
窮
。
方
便
多
門
、
以
レ
信
得
レ
入
。
如
二
大
勢
至
�
、
以
二
念
佛
心
�
獲
レ

悟
二
圓
通
�
、
入
二
三
摩
地（
（（
（

�
。

と
あ
る
。
元
照
は
、
大
病
を
患
っ
て
身
体
は
や
せ
細
り
、
意
識
は
遠
の
い
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
後
に
自
分
が
赴
く
と
こ

ろ
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
不
安
を
覚
え
た
よ
う
で
あ
る
。
病
が
癒
え
て
す

ぐ
に
、
元
照
は
そ
れ
ま
で
の
浄
土
教
に
否
定
的
で
あ
っ
た
自
身
の
見
解
が
過
っ
て
い

た
も
の
で
あ
る
と
悟
り
、
心
か
ら
深
く
反
省
し
、
自
己
を
責
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

衆
生
を
救
お
う
と
い
う
志
が
い
か
に
大
き
く
と
も
、
病
に
倒
れ
れ
ば
何
も
で
き
な
い

と
、
自
己
の
有
限
性
を
実
感
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
十
疑
論
』
第
�
疑
に
、
無
生

法
忍
を
得
て
い
な
い
初
心
の
菩
薩
は
常
に
仏
と
離
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
具
縛
の
凡

夫
が
大
悲
心
を
も
っ
て
衆
生
を
救
お
う
と
願
っ
て
も
、
そ
れ
は
実
現
不
可
能
な
こ
と

で
あ
る
と
の
説
示
を
み
て
以
後
、
そ
れ
ま
で
日
頃
学
ん
で
き
た
教
え
を
捨
て
て
専
ら

浄
土
の
法
門
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
元
照
は
『
十
疑
論
』

に
無
生
法
忍
を
得
て
い
な
い
身
で
あ
り
な
が
ら
、
娑
婆
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
衆
生
を

救
済
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
説
か
れ
る
内
容
を
、
そ
れ
ま
で
の
自
身
の
姿
に
引

き
寄
せ
て
考
え
、
浄
土
教
の
重
要
性
を
認
識
す
る
に
い
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
善
導
『
往
生
礼
讃
』
専
雑
二
修
の
文
に
、
念
仏
を
専
修
す
れ
ば
百
人
は

百
人
な
が
ら
往
生
を
得
る
こ
と
が
で
き（
（（
（

、心
の
散
乱
し
た
も
の
に
観
行
は
難
し
い
が
、

専
�
に
四
字
の
名
号
を
持
て
ば
往
生
が
で
き
る
と
あ
る
の
を
み
て
、
は
じ
め
て
帰
入

す
べ
き
と
こ
ろ
を
知
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
元
照
は
、『
首
楞
厳
経
』所
説
の
よ
う
に
、

融
通
無
碍
な
境
地
で
あ
る
円
通
を
悟
る
た
め
の
方
便
は
多
く
あ
り
、
信
に
よ
っ
て
入

る
こ
と
が
で
き
、
勢
至
菩
薩
が
円
通
を
悟
っ
て
三
昧
に
入
っ
た
の
と
同
じ
、
念
仏
法

門
こ
そ
帰
入
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
確
信
し
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
元
照
の
浄
土
教
帰
入
を
み
て
み
る
と
、
た
だ
浄
土
教
を
学
ぶ
に
い
た
っ
た
と
い
う

段
階
か
ら
、
念
仏
法
門
へ
帰
入
す
る
段
階
へ
と
信
を
進
め
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

最
後
に
、元
照
は
浄
土
教
帰
入
の
後
に
懐
い
た
想
い
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

復
自
思
念
。
已
前
所
造
無
量
罪
業
。
不
レ
信
二
淨
土
�
謗
レ
法
毀
レ
人
。
業
因
既
成
。

苦
果
必
克
。
縱
百
千
劫
所
作
不
レ
亡
、
業
性
雖
レ
空
果
報
不
レ
失
。
内
懷
二
慚
恥

�
、
曉
夕
兢
惶
。
於
レ
是
躬
對
二
聖
前
�
、
吐
二
露
肝
膽
�
、五
體
投
地
、
苦
倒
懺
悔
。

仍
發
二
大
願
�
。
普
攝
二
衆
生
�
、
同
修
二
念
佛
�
、
盡
生
二
淨
土（
（（
（

�
。

元
照
は
、
浄
土
教
帰
入
の
後
に
、
そ
れ
以
前
に
造
っ
た
無
量
の
罪
業
や
、
浄
土
の
教

え
を
信
ぜ
ず
、
そ
の
教
え
を
謗
り
、
そ
れ
を
行
う
人
を
貶
め
た
こ
と
な
ど
の
業
因
が

す
で
に
結
成
し
、自
ら
が
受
け
る
べ
き
苦
果
は
定
ま
っ
て
い
る
と
気
づ
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
自
身
の
行
為
は
、
た
と
え
百
千
劫
が
経
と
う
と
も
な
く
な
ら
ず
、

そ
の
業
因
が
本
質
的
に
空
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
果
報
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
元
照
が
、
自
ら
の
以
前
に
犯
し
た
謗

法
を
自
覚
し
、
そ
の
罪
業
の
報
い
か
ら
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
識
し
て
い

た
こ
と
を
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
心
に
慚
愧
の
心
を
懐
き
、
日
夜
そ
の
こ

と
を
畏
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
元
照
は
、
仏
の
前
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
本
心
を
吐
露

し
、
五
体
投
地
し
て
苦
倒
の
懺
悔
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
多
く
の

衆
生
に
同
じ
く
念
仏
を
修
習
さ
せ
、
こ
と
ご
と
く
浄
土
へ
往
生
さ
せ
る
と
い
う
大
願
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を
発
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
察
せ
ら
れ
る
の
は
、
元
照
の
謗
法
の
自
覚
が
い
か
に
深
い

も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
は
や
救
い
よ
う
の
な
い
罪
を
犯
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
の
自
覚
は
、
元
照
を
し
て
仏
前
で
苦
を
生
じ
る
ほ
ど
の
激
し
い
五
体
投

地
に
よ
る
懺
悔
を
行
わ
し
め
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
多
く
の
衆
生
を
浄
土
へ
往
生

さ
せ
る
べ
く
念
仏
を
勧
め
る
こ
と
を
発
願
さ
せ
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
元
照
に
お

け
る
謗
法
の
自
覚
と
懺
悔
は
、元
照
自
身
の
浄
土
教
信
仰
を
深
め
た
ば
か
り
で
な
く
、

浄
土
教
に
よ
る
衆
生
の
教
化
に
向
か
わ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
浄
業
礼
讚
儀
序
」
に
お
け
る
元
照
の
述
懐
に
お
い
て
、
は
っ
き

り
と
自
己
の
有
限
性
の
自
覚
と
謗
法
の
自
覚
に
よ
っ
て
浄
土
教
へ
帰
入
し
、
さ
ら
に

念
仏
法
門
へ
と
信
仰
を
進
め
て
い
く
様
子
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
な
か
、

元
照
は
自
身
の
機
根
に
関
し
て
具
体
的
な
言
及
を
し
て
い
な
い
が
、�
応
、『
十
疑
論
』

に
登
場
す
る
無
生
法
忍
を
得
て
い
な
い
具
縛
の
凡
夫
と
自
己
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
謗
法
を
犯
し
た
自
覚
を
吐
露
し
て
い
る
時
点
で
、
自
身
を
救
い

が
た
い
存
在
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
元
照
に
と
っ
て
浄
土
教
と
は
、
他
人
を
救
う
た
め
の
利
他
的
な
側
面

か
ら
求
め
ら
れ
る
教
え
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
謗
法
と
い
う
最
も
救
い
が
た
い
過

失
を
犯
し
た
自
身
を
救
済
す
る
こ
と
が
可
能
な
教
え
と
し
て
、
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
序
文
に
、

嗟
乎
。
識
昏
障
厚
信
寡
疑
多
。
貶
二
淨
業
�
爲
二
權
乘
�
、
嗤
二
誦
持
�
爲
二
麁
行
�
。

豈
レ
非
下
耽
二
湎
朽
宅
�
、
自
甘
二
永
劫
之
沈
迷
�
、
悖
二
戻
慈
親
�
、
深
痛
中
�
生
之

虚
喪
上
。
須
レ
信
、
非
レ
憑
二
他
力
�
截
二
業
惑
�
以
無
レ
期
、
不
レ
遇
二
此
門
�
脱
二
生

死
�
而
無
レ
路（
（（
（

。

と
、
元
照
が
浄
土
教
の
重
要
性
を
説
く
な
か
に
み
ら
れ
る
。

厚
い
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
心
は
暗
く
、
信
ず
る
気
持
ち
は
少
な
く
疑
う
気
持
ち
ば
か

り
多
い
も
の
は
、
浄
土
教
の
実
践
を
貶
め
て
仮
の
教
え
と
し
、
そ
の
実
践
す
る
も
の

を
見
て
あ
ざ
笑
い
、
粗
雑
な
行
と
み
な
す
で
あ
ろ
う
と
、
不
信
の
も
の
の
有
様
を
具

体
的
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、元
照
在
世
当
時
、浄
土
教
に
対
し
て
批
判
的
な
人
々

を
指
し
た
言
葉
と
も
受
け
取
れ
る
が
、「
浄
業
礼
讚
儀
序
」
の
内
容
を
勘
案
す
る
か

ぎ
り
、
浄
土
教
帰
入
以
前
の
元
照
自
身
の
こ
と
を
例
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

浄
土
教
を
信
ぜ
ず
、
娑
婆
と
い
う
朽
ち
た
家
宅
に
執
着
し
て
自
ら
永
劫
の
迷
い
の
生

死
を
好
み
、
慈
親
の
ご
と
き
仏
の
教
え
に
そ
む
い
て
、
�
生
を
虚
し
く
終
え
る
こ
と

は
哀
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
浄
土
教
を
信
じ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
他

力
を
頼
む
他
に
は
自
身
の
惑
業
を
断
ち
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
浄

土
教
に
遇
わ
な
け
れ
ば
迷
い
の
生
死
を
出
で
る
道
は
な
い
と
、元
照
は
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
元
照
は
浄
土
教
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
過
去
の
自
分
の
所
行
を
反
省
し
、

自
身
も
含
む
煩
悩
に
厚
く
覆
わ
れ
た
も
の
が
救
わ
れ
る
唯
�
の
道
と
し
て
浄
土
の
法

門
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
元
照
は
自
己
の
有
限
性
の
自
覚
に
加
え
て
、
謗
法
の
自
覚
と
懺

悔
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
土
教
に
入
信
し
、
念
仏
法
門
へ
と
帰
入
し
て
い
っ

た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
自
身
の
問
題
と
し
て

浄
土
教
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な

認
識
に
基
づ
い
て
元
照
は
、
謗
法
を
犯
し
た
自
己
を
も
救
う
浄
土
教
へ
の
信
仰
心
を

深
め
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
浄
土
教
に
よ
る
教
化
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ

る
。

四
、
ま
と
め

元
照
の
浄
土
教
帰
入
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
指
摘
の
と
お
り
、
善
導
『
往
生
礼
讃
』

や
天
台
『
十
疑
論
』、
道
宣
『
行
事
鈔
』
瞻
病
篇
、
そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
天
台
系

浄
土
教
者
の
影
響
も
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
元
照
の
浄
土
教
帰
入
の
外
的
契
機

に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
論
じ
た
の
は
、
元
照
が
浄
土
教
を
学
ぼ
う
と
決
意

す
る
ま
で
の
心
的
経
緯
や
入
信
の
動
機
と
い
っ
た
、
浄
土
教
帰
入
の
内
的
契
機
に
つ

い
て
で
あ
る
。
浄
土
教
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
元
照
が
浄
土
教
宣
布
を
発
願
す
る
に
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い
た
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
時
機
観
の
変
容
と
い
う
、
内
的
契
機
に
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

元
照
の
浄
土
教
帰
入
以
前
と
確
認
で
き
る
著
作
の
な
か
で
時
機
観
を
明
確
に
説
い

て
い
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
元
照
が
浄
土
教
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
浄
土
教
帰
入
以
前
に
お
け
る
時
機
観
の
特
徴
は
、
戒
律
研
究
に
お
い
て
道
宣

の
末
法
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
う
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、

浄
土
教
受
容
後
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
や
「
為
義
天
僧
統
開
講

要
義
」
等
に
み
ら
れ
る
、
末
法
五
濁
世
に
お
け
る
自
力
得
道
が
不
可
能
な
薄
地
の
凡

夫
と
い
う
時
機
観
は
、
末
法
五
濁
世
に
お
い
て
何
度
も
衆
生
救
済
の
た
め
に
輪
廻
し

よ
う
と
考
え
て
い
た
時
の
元
照
の
時
機
観
と
比
べ
る
と
、
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
変
化
こ
そ
が
、
大
病
を
患
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
た

自
己
の
有
限
性
の
自
覚
と
、
そ
れ
以
前
の
自
己
の
考
え
や
行
い
に
対
す
る
反
省
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
時
機
観
の
著
し
い
変
化
こ
そ
が
、
元
照
を
浄
土
教
帰
入
へ
と
進
ま

せ
た
の
で
あ
る
。

元
照
は
、
律
僧
で
あ
り
な
が
ら
謗
法
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
自
覚
と
深
い
懺

悔
に
よ
り
、
浄
土
教
を
自
身
の
救
い
と
し
て
求
め
、
末
法
の
衆
生
に
対
し
て
浄
土
教

を
説
く
こ
と
を
発
願
す
る
の
で
あ
る（
（（
（

。
元
照
の
浄
土
教
帰
入
は
、
戒
律
に
お
い
て
は

『
梵
網
経
』
十
重
禁
戒
の
謗
三
宝
戒
を
破
し
た
と
い
う
自
覚
の
も
と
、
自
己
の
問
題

と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
的
に
は
、
独
自
の
浄
土
教
思
想
を
構
築
す

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

註
（（）
聖
光
は
『
徹
選
択
集
』（『
浄
全
』
七
・
九
四
頁
下
）
に
お
い
て
、
元
照
の
浄
土

教
帰
入
を
二
十
二
選
択
の
�
つ
に
入
れ
て
い
る
。

（（）
元
照
の
浄
土
教
帰
入
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
主
だ
っ
た
論
考
に
は
、原
口
氏「
宋

代
の
浄
土
教
」（『
浄
土
学
』
九
、�
九
三
五
年
）、
高
雄
義
堅
氏
「
宋
以
後
の
浄

土
教
」（『
支
那
仏
教
史
学
』
三―

三
・
四
、�
九
三
九
年
）、
福
島
氏
『
宋
代
天

台
浄
土
教
の
研
究
』（
文
栄
堂
、
�
九
九
五
年
）
�
六
二―

�
六
三
頁
、
日
置

孝
彦
氏
「
宋
代
戒
律
史
上
に
あ
ら
わ
れ
た
元
照
の
浄
土
教
」（『
金
沢
文
庫
研
究

紀
要
』
�
三
、�
九
七
六
年
）、
佐
藤
成
順
氏
『
宋
代
仏
教
の
研
究―

―

元
照
の

浄
土
教―

―

』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
�
年
）
二
〇
〇―

二
〇
六
頁
等
が

あ
る
。

（（）
佐
藤
成
順
氏
前
掲
書
二
〇
二―

二
〇
四
頁
。

（（）
拙
稿
「
元
照
の
時
機
観
」（『
宗
教
研
究
』
八
�―

四
、二
〇
〇
八
年
）。

（（）
『
芝
苑
遺
編
』
所
収
、『
卍
続
蔵
』
五
九
・
六
四
五
頁
ａ
。

（（）
戒
度
『
観
経
扶
新
論
』（『
浄
全
』
五
・
五
�
三
頁
上
）
に
は
「
靈
芝
大
智
律
師
、

平
日
常
曰
、
生
弘
毘
尼
、
死
歸
安
養
、
能
事
畢
」
と
あ
り
、
元
照
が
平
生
、
生

き
て
い
る
間
は
戒
律
を
広
め
、
死
し
て
は
浄
土
へ
往
か
ん
と
い
っ
て
い
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。

（（）
『
芝
苑
遺
編
』
所
収
、『
卍
続
蔵
』
五
九
・
六
四
四
頁
ａ―

ｂ
。

（（）
『
芝
苑
遺
編
』
所
収
、『
卍
続
蔵
』
五
九
・
六
四
四
頁
ｂ
。

（（）
『
芝
苑
遺
編
』
所
収
、『
卍
続
蔵
』
五
九
・
六
四
二
頁
ｂ
。

（（0）
『
芝
苑
遺
編
』
所
収
、『
卍
続
蔵
』
五
九
・
六
二
六
頁
ｂ
。

（（（）
『
芝
苑
遺
編
』
所
収
、『
卍
続
蔵
』
五
九
・
六
四
四
頁
ｂ―

ｃ
。

（（（）
『
芝
苑
遺
編
』
所
収
、『
卍
続
蔵
』
五
九
・
六
四
五
頁
ａ
。

（（（）
元
照
の
九
品
説
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
元
照
が
善

導
と
同
じ
く
九
品
皆
凡
の
立
場
を
と
る
こ
と
、お
よ
び
元
照
が
善
導
と
異
な
り
、

九
品
を
散
善
で
は
な
く
観
行
（
徒
衆
観
）
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
の
二

点
で
あ
る
。

（（（）
『
浄
全
』
五
・
三
六
二
頁
上
～
下
、『
大
正
蔵
』
三
七
・
二
八
三
頁
ｂ
。

（（（）
『
大
正
蔵
』
三
七
・
三
六
三
頁
ａ―

ｂ
。

（（（）
道
宣
『
浄
心
戒
観
法
』（『
大
正
蔵
』
四
五
・
八
二
六
頁
ｃ
）
や
遵
式
『
往
生
浄

土
決
疑
行
願
二
門
』（『
大
正
蔵
』
四
七
・
�
四
六
頁
ａ
）
に
も
「
薄
地
凡
夫
」

の
語
を
確
認
で
き
る
。
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（（（）
『
楽
邦
文
類
』
所
収
、『
大
正
蔵
』
四
七
・
�
八
七
頁
ａ
。

（（（）
「
戒
」
は
出
家
在
家
共
通
で
あ
る
が
、「
律
」
は
出
家
に
限
ら
れ
る
た
め
、
丸

カ
ッ
コ
を
用
い
た
。

（（（）
『
芝
苑
遺
編
』
所
収
、『
卍
続
蔵
』
五
九
・
六
四
三
頁
ｂ
。『
芝
苑
遺
編
』
の
『
卍

続
蔵
』
本
に
は
「
具
佛
禮
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
駒
澤
大
学
蔵
寛
文
九
年
版
本

に
よ
る
と
「
具
佛
體
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
こ
で
は
版
本
に
よ
り
「
具
佛
體
」

と
し
た
。

（（0）
『
楽
邦
文
類
』
所
収
、『
大
正
蔵
』
四
七
・
�
七
〇
頁
ａ
。

（（（）
『
楽
邦
文
類
』
所
収
、『
大
正
蔵
』
四
七
・
�
七
〇
頁
ａ
。

（（（）	

善
導
の
場
合
は
、
称
名
念
仏
の
専
修
を
意
味
す
る
が
、
元
照
の
場
合
は
、
観

想
念
仏
と
持
名
念
仏
な
ど
の
阿
弥
陀
仏
に
対
し
て
心
を
向
け
る
行
を
指
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

（（（）	

『
楽
邦
文
類
』
所
収
、『
大
正
蔵
』
四
七
・
�
七
〇
頁
ｂ
。『
楽
邦
文
類
』
の

『
大
正
蔵
』
本
に
は
、「
苦
到
」
と
あ
る
が
、
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
寛
永
七
年

（
�
六
三
〇
）
版
『
楽
邦
文
類
』
に
は
「
苦
倒
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

意
味
内
容
か
ら
駒
澤
大
学
図
書
館
蔵
本
に
依
っ
た
。

（（（）
『
大
正
蔵
』
三
七
・
三
五
六
頁
ｂ
。

（（（）	

道
宣『
行
事
鈔
』の
注
釈
書
で
あ
る『
資
持
記
』（『
大
正
蔵
』四
〇
・
四
�
�
頁
ｂ
）

に
は
、
浄
土
教
的
色
彩
の
強
い
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、

然
十
方
淨
土
而
偏
指
二
西
方
者
�
、
繋
二
心
�
境
�
想
念
易
レ
成
故
。
西
方
諸

佛
而
獨
歸
二
彌
陀
�
者
、
誓
願
弘
深
結
縁
成
熟
故
。
是
以
古
今
儒
釋
靡
レ
不

レ
留
レ
心
。
況
濁
世
凡
愚
煩
惱
垢
重
。
心
猿
未
レ
鎖
。
欲
馬
難
レ
調
。
捨
レ
此

他
求
終
無
二
出
路
�
。

と
い
う
文
が
み
ら
れ
る
。
西
方
浄
土
の
観
想
が
最
も
成
就
し
や
す
く
、
阿
弥
陀

仏
の
誓
願
が
き
わ
め
て
広
く
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
儒
教
・
仏

教
の
両
信
者
の
な
か
で
心
に
留
め
ぬ
も
の
は
な
い
。
元
照
は
、
末
法
五
濁
の
世

の
煩
悩
深
重
な
凡
夫
で
あ
れ
ば
、
娑
婆
を
捨
て
て
浄
土
を
求
め
る
法
門
以
外
に

救
わ
れ
る
道
は
な
い
と
、
戒
律
研
究
の
根
本
典
籍
の
注
釈
に
お
い
て
も
、
強
く

浄
土
教
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。



吉
水
岳
彦
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学
位
論
文
要
旨
（
課
程
博
士
）

「
霊
芝
元
照
の
浄
土
教
思
想
」

本
論
文
は
「
霊
芝
元
照
の
浄
土
教
思
想
」
と
題
し
て
、
南
山
律
宗
の
復
興
者
で

あ
る
と
同
時
に
、
中
国
宋
代
を
代
表
す
る
浄
土
教
者
で
も
あ
る
霊
芝
元
照
律
師

（
�
〇
四
八―
�
�
�
六
、
以
下
敬
称
略
）
の
思
想
研
究
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
特
に
律
僧
元
照
に
お
け
る
浄
土
教
思
想
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼

と
し
、
そ
の
戒
律
と
融
和
し
た
浄
土
教
が
い
か
な
る
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
考

察
し
た
。

第
�
章
「
元
照
の
思
想
基
盤
と
浄
土
教
」
で
は
、
元
照
の
修
学
環
境
や
人
的
交
流

に
つ
い
て
考
察
し
、
元
照
が
浄
土
教
帰
入
に
い
た
っ
た
背
景
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
。
宋
代
仏
教
は
諸
宗
融
合
思
想
を
基
調
と
し
て
お
り
、
元
照
も
例
外
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
元
照
が
修
学
し
た
と
さ
れ
る
杭
州
の
寺
院
に
着
目
し
、
元
照
の
撰

述
し
た
『
行
業
記
』
や
『
塔
銘
』
等
を
中
心
に
、
そ
こ
で
の
諸
宗
僧
侶
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
言
及
し
た
。
ま
た
、
元
照
に
お
け
る
末
法
思
想
や
、
浄
土
教
帰
入
時
の
意

識
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
浄
土
教
帰
入
に
関
わ
る
環
境
的
な
影
響
の
み
な
ら
ず
、
浄

土
教
帰
入
に
い
た
っ
た
元
照
自
身
の
内
的
要
因
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
そ
の
他
、

現
存
し
な
い
も
の
も
含
む
元
照
著
作
の
整
理
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
作
の
傾
向

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、
元
照
に
お
け
る
浄
土
教
著
作
の
位
置
づ
け
を
確
認
し

た
。第

二
章
「
仏
身
仏
土
観
」
で
は
、
元
照
の
阿
弥
陀
仏
観
と
極
楽
浄
土
観
に
つ
い
て

考
察
を
行
っ
た
。
阿
弥
陀
仏
観
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、
戒
律
関
係
著
作
に
お

け
る
仏
身
観
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
元
照
が
活
躍
す
る
以
前
に
行
わ

れ
た
、
知
礼
・
仁
岳
の
仏
身
を
め
ぐ
る
論
争
の
内
容
を
考
慮
し
た
論
文
も
極
め
て
少

な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
戒
律
関
係
著
作
も
含
め
た
元
照
の
仏
身
観
を
整
理
し
、
そ
の

上
で
、
知
礼
・
仁
岳
の
論
争
の
中
心
で
あ
っ
た
阿
弥
陀
仏
の
相
好
の
問
題
を
踏
ま
え
、

元
照
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
観
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
極
楽
浄
土
観
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
当
時
の
常
識
と
も
い
え
る
唯
心
浄
土
説
を
説
き
な
が
ら
、
�

方
で
善
導
浄
土
教
の
影
響
を
受
け
て
指
方
立
相
の
浄
土
を
説
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
善
導
の
指
方
立
相
の
浄
土
観
と
元
照
の
浄
土
観
と
は
基
本
的

に
異
な
っ
て
お
り
、
元
照
の
浄
土
観
は
あ
く
ま
で
も
宋
代
の
浄
土
教
諸
師
の
浄
土
観

の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
元
照
に
お
け
る
諸

仏
浄
土
の
理
解
を
整
理
し
た
上
で
、
遵
式
や
智
円
の
浄
土
観
の
影
響
を
考
察
し
、
元

照
に
お
け
る
唯
心
己
性
に
し
て
有
相
の
極
楽
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

第
三
章
「
実
践
行
」
で
は
、
元
照
に
お
け
る
浄
土
法
門
の
実
践
行
に
つ
い
て
考
察

を
行
っ
た
。
周
知
の
と
お
り
、
律
僧
で
あ
る
元
照
に
お
い
て
持
戒
は
至
上
命
題
で
あ

る
。
は
じ
め
に
、
そ
の
よ
う
な
持
戒
を
含
め
た
諸
行
に
よ
る
往
生
を
い
か
に
説
い
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、智
円
の
影
響
な
ど
も
考
慮
し
て
論
じ
た
。
次
に
、『
観
経
新
疏
』

に
述
べ
ら
れ
る
観
想
念
仏
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
天
台
山
家
山

外
の
論
争
に
関
係
す
る
観
法
の
問
題
も
視
野
に
入
れ
、
十
六
観
を
観
心
と
す
る
知
礼

に
対
す
る
元
照
の
批
判
に
着
目
し
て
考
察
を
行
い
、
元
照
が
何
故
に
観
仏
を
意
味
す

る
観
想
念
仏
を
説
示
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
言
及
し
た
。ま
た
、

元
照
の
説
く
浄
土
往
生
の
た
め
の
実
践
行
の
な
か
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
な
が
ら
、

詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
持
名
念
仏
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
も
そ
も

元
照
に
お
け
る
念
仏
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
整
理
し
、そ
の
上
で
、「
持
名
」
と
「
称

名
」
の
相
違
、
本
願
念
仏
説
の
有
無
、
十
称
十
念
説
な
ど
に
着
目
し
、
遵
式
や
智
円
、

仁
岳
に
よ
る
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
執
持
名
号
」
の
解
釈
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら
、
元

照
に
お
け
る
持
名
念
仏
の
理
解
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
四
章
「
往
生
に
関
す
る
諸
問
題
」
で
は
、
元
照
に
お
け
る
臨
終
来
迎
思
想
と
往

生
思
想
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
従
来
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
阿
弥

陀
仏
の
臨
終
来
迎
を
否
定
す
る
延
寿
に
対
す
る
反
駁
を
行
う
問
答
が
設
け
ら
れ
る
な

ど
、
元
照
は
臨
終
来
迎
を
浄
土
教
思
想
上
の
重
要
な
問
題
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
延
寿
に
よ
る
不
来
而
来
の
来
迎
説
の
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、
元
照
の
批
判

の
内
容
を
考
察
し
、
何
故
に
臨
終
来
迎
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
の
か
に
つ
い



て
言
及
し
た
。
ま
た
、
臨
終
来
迎
を
得
て
往
生
す
る
後
世
の
往
生
を
求
め
る
元
照
で

あ
る
が
、
�
方
で
現
世
に
お
け
る
地
想
観
の
成
就
を
指
し
て
往
生
と
す
る
言
及
も
み

ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
元
照
に
お
け
る
往
生
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
往

生
の
当
体
や
地
想
観
解
釈
の
特
徴
な
ど
に
着
目
し
て
元
照
の
往
生
思
想
の
内
容
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、
元
照
の
往
生
思
想
の
弟
子
達
へ
の
影
響
を
考
察
し
た
。

以
上
の
四
章
に
お
け
る
考
察
を
通
じ
て
、
従
来
の
研
究
で
多
か
っ
た
、
天
台
や
善

導
の
思
想
を
継
承
す
る
者
と
し
て
の
元
照
像
を
離
れ
、
今
ま
で
鮮
明
に
さ
れ
な
か
っ

た
元
照
の
律
系
浄
土
教
者
と
し
て
の
思
想
的
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
ま
だ
、
宋
代
天
台
内
部
に
伝
持
さ
れ
た
戒
律
学
の
把
握
や
、
元
照
に
お

け
る
「
心
」
の
理
解
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。
今
後
、
元
照
を
含
む
宋
代

浄
土
教
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
て
研
究
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。


